
- 1 - 

【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】    

春休みの期間中は、春休みの期間中は、春休みの期間中は、春休みの期間中は、    

ボランティアを続けます。ボランティアを続けます。ボランティアを続けます。ボランティアを続けます。    

【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】    

つぶやき（つぶやき（つぶやき（つぶやき（twittertwittertwittertwitter）を見て）を見て）を見て）を見て    

ボランティア募集を知りまボランティア募集を知りまボランティア募集を知りまボランティア募集を知りま

した。した。した。した。    

災害災害災害災害ボランティアボランティアボランティアボランティア・・・・スナップスナップスナップスナップ    

被災者の方の応援のため、１日でも早い普段通りの生活を取り戻していただくために活動する災害ボラ

ンティア。活動の様子を写真でお伝えします。 

   

災害ボランティアセンターの

ボランティアに差し入れも！

ありがたい～（左） 

津波後の住宅地のどろよけ作

業で大活躍の長靴。大切にお手

入れ（中） 

被災者からの依頼電話では、

じっくり・しっかりお話を伺

います（右） 

 

現場現場現場現場で活動活動活動活動する災害災害災害災害ボランティアボランティアボランティアボランティアの声声声声をおおおお届届届届けけけけします♪ 

自分が震災を体験したことで、また、テレビや新聞などで震災の映像を見て、「助けたい」「役に立ちた

い」そんな一心で駆けつけてくれた災害ボランティアがいます。今回は、被災者支援の現場で直接聞い

た彼らの思いや感じたことをお伝えしていきます♪ 

 

日で活動６日目です。つぶやき（twitter）で情報を知り、友

達とのメールで詳細を確認して参加しました。活動内容は、

給水や買い物、避難所での炊き出しや、住宅の片付けなどです。な

かでも、自転車で行くには少し遠い地区での洗濯代行は、アップダ

ウンの激しい道を２往復しなければならず、大変な思いもしました。

（女性 大学生 太白区在住） 

 

姉ちゃんからボランティアセンターの話を聞き、友人と２人

で参加しています。これまで、避難所となった小学校で卒業

式を行うため、避難している方たちの荷物を運ぶお手伝いをしまし

た。また、炊き出しや、避難所の清掃などの活動も手伝っています。
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被災地の復興のために汗を流し、知恵を出している災害ボランティアの頑張りをお伝えする＜支え合い、助け合い、協働＞の 

ための情報紙です。「みんなは、どんな活動しているの？」今すぐ知りたい、アイデアや取り組み。災害ボランティア最前線 

からお届けします。（※chaは「care」「help」「act」の頭文字）         発行：仙台市災害ボランティアセンター 
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【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】    

母娘で炊き出しに参加。母娘で炊き出しに参加。母娘で炊き出しに参加。母娘で炊き出しに参加。    

地域のみなさんのために。地域のみなさんのために。地域のみなさんのために。地域のみなさんのために。    

 

【【【【災害ボランティアセンター運営ボラン災害ボランティアセンター運営ボラン災害ボランティアセンター運営ボラン災害ボランティアセンター運営ボラン

ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】    

市内や区内で手が空いている人は市内や区内で手が空いている人は市内や区内で手が空いている人は市内や区内で手が空いている人は    

積極的に参加してください！積極的に参加してください！積極的に参加してください！積極的に参加してください！    

【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】【ボランティアの声・こえ】    

力仕事も任せてください！力仕事も任せてください！力仕事も任せてください！力仕事も任せてください！    

なんでもお手伝いしますなんでもお手伝いしますなんでもお手伝いしますなんでもお手伝いします

よ。よ。よ。よ。 

【災害ボランティアセンター運営ボラン【災害ボランティアセンター運営ボラン【災害ボランティアセンター運営ボラン【災害ボランティアセンター運営ボラン

ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】ティアの声・こえ】    

地域によって、依頼内容や地域によって、依頼内容や地域によって、依頼内容や地域によって、依頼内容や    

雰囲気が異なりますね。雰囲気が異なりますね。雰囲気が異なりますね。雰囲気が異なりますね。    

お手伝いした方から、感謝の気持ちを伝えられたり「ありがとう」と言われると嬉しい気持ちになりま

す。（男子 中学２年 太白区在住） 

 

震後は、住んでいるマンションの自治会で炊き出しを手伝って

いましたが、そちらが落ち着いたので、近所の避難所へボラン

ティアに来ています。主に昼食の準備を手伝っています。いつもは

材料の切り分けから始めるのですが、今日は先にいらした方が済ま

せていてくれて、とても助かりました。出来ることを出来る範囲で

続けていこうと思います。（母娘 太白区在住） 

 

学で福祉の勉強をしていることもあり、以前からボランティア

には興味があり今回が初めての参加です。家の片付けも終わり、

最初何かしたいと思い近所の卒業した中学校に言ったところ宮城野

区災害ボランティアセンターを紹介してもらいました。地元中学校

では避難生活をしている米寿を迎えたお年寄りの話を聞くボランテ

ィアを 30分ほどしました。何が出来るかわからないけど、力仕事でもなんでもします！ 

（取材後、散乱したガラスの撤去などおうちの掃除に女性 2人組みで派遣されて行きました。いってら

っしゃい！）（女性 大学生 宮城野区在住） 

 

職活動がストップしてしまったので、何か人の為に

なることをしようと思い参加しています。初めは、

自分で電話をかけ若林区のボランティアセンターで活

動しましたが、被害が大きかった地区ということもあり、

ビラを配ってもなかなか心を開いてくれず、戸惑ったり

もしました。そちらで活動するうちに、自分の住む太白

区でもボランティアセンターが立ち上がったので、今はこちらで受付のボランティアをしています。（男性 

東北学院大 太白区在住） 

 

が住んでいるところは三郷（南郷）の方ですが、

移動手段がないのと以前仙台市に住んでいた

ので親戚宅にお世話になりながら災害ボランティア

運営スタッフとして参加しています。沖縄から北海道

まで全国の方が支援に来てくださっています。宿泊施

設で雑魚寝しています。ボランティアの活動は特に午

前中が勝負で、10時頃には 100 人くらいのボランティア志望者の登録受付からマッチングまでしなけれ

ばならないので手が足りません。待たせてしまうことが多くて困っています。（女性 50 代 南郷出身 

4/1 取材） 
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●●●●宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンター    

 
仙台市青葉区上杉１丁目２番３号（宮城県自治会館２階会議室） 

ホームページ http://msv3151.c-bosai.jp/ 

 

広範囲の及ぶ震災。だからこそ様々な機関と連携をとりながら災害ボランティア活動を効果的に進

めることが大切になっています。これを担っているのがこちらのセンター。宮城県災害ボランティ

アセンターは、市区町村災害ボランティアセンターの運営支援と情報提供を行う協働型の組織です。

全国・宮城からの専門ボランティア団体や宮城の NPO などとの連絡調整や派遣調整、各地からの

応援の調整を実施しています。毎日、県内各地から集まる情報を自治体・社会福祉協議会・NPO

などと交換。新聞やテレビでは見えない、縁の下の力持ちです。 

 

  

サークルになり情報共有 

 

地域別・組織別のスタッフ表 

 

報告内容をわかりやすく板書しま

す

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 日深夜に大きな余震がありましたが、みなさんの地域での被害はいかがでしょうか？津波が観

測されなかったということですが、気が休まりませんね。これ以上被害が大きくなっていないこ

とを願うばかりです。先日楽天の星野監督がキャンプ地から戻って発した言葉が「遅くなってご

めんなさい」でした。遠い地にいながらも地元や被災地を気遣う心が見えてじんわりとしました。

「必ず復興するぞ！」という思いは一緒！共に手を取り合って乗り切りましょう！ 

笑顔も忘れずにね。（佐藤奈於子） 

 

発行：仙台市災害ボランティアセンター 広報班 黒田 

TEL022－262－7294 http://www.ssvc.ne.jp/ 当紙が WEB で読めます！ 

編集：広報ボランティアチーム 遠藤、大谷、木村、佐藤、茂木、山田 

連絡先：仙台市災害ボランティアセンター E メール sendai‐vc@poppy.ocn.ne.jp 
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募集！宮城県内各地で活動してくださる災害ボランティア 

 

●宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンター宮城県災害ボランティアセンターのホームページで必ず確認してください。

http://msv3151.c-bosai.jp/ 

 

石巻市災害ボランティアセンター 

塩釜市災害ボランティアセンター 

大崎市災害ボランティアセンター 

気仙沼市災害ボランティアセンター 

名取市災害ボランティアセンター 

多賀城市災害ボランティアセンター 

岩沼市災害ボランティアセンター 

東松島市災害ボランティアセンター 

柴田町災害ボランティアセンター 

亘理町災害ボランティアセンター 

山元町災害ボランティアセンター 

七ヶ浜町災害ボランティアセンター 

南三陸町災害ボランティアセンター 

女川町災害ボランティアセンター 

（順不同） 

 

●仙台仙台仙台仙台市市市市災害ボランティアセンターでは、災害ボランティアセンターでは、災害ボランティアセンターでは、災害ボランティアセンターでは、避難所支援、家屋の後片付けや家具の移動、室内の

片付けや掃除、買い物支援をはじめとして、地域住民のニーズに応じた支援を実施しています。

電話での応対も可能となっておりますので、お問い合わせください。現在、市内在住の方（自

宅から通える方）に限定してボランティアを募集しております。市外・県外からの参加につい

ては、今後募集させていただく予定ですので、仙台市社会福祉協議会ホームページでご確認願

います。 

《開所時間 9 時～16 時。ボランティア活動時間 9 時～15 時。》 

 

青葉区災害ボランティアセンター 

青葉体育館（青葉区堤町 1-1-5）活動希望者  電話：022-272-1672 

ボランティアの要請  電話：022-272-1574、022-272-1649 

宮城野区災害ボランティアセンター 

宮城野体育館 障害者アリーナ（宮城野区新田東 4-1-1） 

電話：022-231-1320 

若林区災害ボランティアセンター 

若林区中央市民センター別棟 2･3階（若林区保春院前丁 3-4） 

活動希望者  電話：022-282-0067、285-4311 

ボランティアの要請  電話：022-282-0069、022-282-0075、285-4311 

太白区災害ボランティアセンター 

太白区富沢 1-4-1（仙台市体育館第二競技場） 

活動希望者  電話：022-244-1794、022-244-7728 

ボランティアの要請  電話：022-244-7801、022-244-7804、022-244-7821  

泉区災害ボランティアセンター 

泉区七北田赤生津 4（七北田公園体育館） 

活動希望者  電話：022-375-7985、022-375-7986 

ボランティアの要請  電話：022-375-7981 

仙台市災害ボランティアセンター（情報センター） 

仙台市福祉プラザ内（青葉区五橋 2-12-2） 電話：022-262-7294 


